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明解！結核に関連する検査の知識

京都大学医学部附属病院検査部

樋口武史
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塗抹検査の重要性の再確認塗抹検査の重要性の再確認

塗抹検査の結果はこれらの情報源となっています。

　　結核患者を選別　　　　　　 （登録管理→菌所見）

　　入院の必要性　　（排菌患者か否か→入所命令）

　　周囲の人への感染危険度　　（感染危険度指数）

　　治療経過の確認　　　　 （投薬の正当性の指標）

　　退院の可否　　　　　　　　　 （入所命令継続期間）

光学顕微鏡でみた結核菌（1000倍）
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塗抹検査成績の判定と記録塗抹検査成績の判定と記録

　　鏡検における検出菌数記載法

　記載法　　　蛍　光　法　　　　 チール・ネールゼン法 　　　備　　考

　　　　　　　 （２００倍）　　　　　　　（１,０００倍）　　　　　　　（ｶﾞﾌｷｰ）
　　－　　　　　０／３０視野　　　　　　０／３００視野　　　　　　　Ｇ０

　　±　　　　　１～２／３０視野　　１～２／３００視野　　　　　Ｇ１再検

　　＋　　　　２～１９／１０視野　　１～９／１００視野　　　　　　Ｇ２

　＋＋ 　　　≧２０／１０視野　　　≧１０／１００視野　　　　　 Ｇ５

　＋＋＋　　≧１００／１視野　　　　≧１０／１視野　　　　　　　Ｇ９

原則としてガフキー号数は用いない
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蛍光顕微鏡でみた結核菌（200倍）
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培養（MGIT）
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ＰＣＲ運用上の注意点

・検査材料は必ず滅菌済みの容器に採取する

・喀痰は唾液成分の少ない検体を採取する（品質管理）

・血液、便などの検体はＰＣＲ反応の阻害により偽陰性

　となる可能性がある

・胸水などの採取にあたりヘパリンは使用しない

・陰性結果は必ずしも菌の存在を否定するものではない

陰性 検出感度以下
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結核
菌

　MAC

結核＆MAC混合感染

肺結核症の診断で肺結核症の診断で

最も重要なことは最も重要なことは

結核菌を証明すること結核菌を証明することであるである
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Miller & Jonesの分類 

Ｍ１：唾液，完全な粘液性痰 

Ｍ２：粘液性痰の中に膿性痰が少量含まれる 

Ｐ１：膿性部分が1/3以下の痰 

Ｐ２：膿性部分が1/3～2/3の痰 

Ｐ３：膿性部分が2/3以上の痰 
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各検査の特徴と有用性

検査方法 定量性 菌種同定 迅速性 検出感度 特異性感受性
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○ × △
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○

○ ○

○ ○ ○

×

× ×
TB
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